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 2013.11 村報とつかわ

－特集－　国道168号「いのちの道」紀伊半島内陸部の活性化を担って

◆「
い
の
ち
の
道
」と
は
？

　

国
道
１
６
８
号
は
、和
歌
山
県
新
宮

市
を
起
点
と
し
て
、本
村
を
経
て
大
阪
府

枚
方
市
に
至
る
主
要
幹
線
道
路
で
す
。

　

平
成
６
年
度
に
、地
域
間
の
交
流
促

進
を
図
る
道
路
と
し
て
、五
條
市
か
ら

和
歌
山
県
新
宮
市
ま
で
が
、地
域
高
規

格
道
路「
五
條
新
宮
道
路
」と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

2

　約130㌔ある五條新宮道路のうち、すでに完成
している道路は18㌔。未整備区間ではさまざまな
問題が発生しています。

未整備区間の問題

Ｓ字カーブや狭い幅員

突然の土砂崩れ

頻発する雨量規制通行止

大きな落石

「いのちの道」
今月号の特集は、その「いのちの道」の
現状、課題、展望について考えます。

村民の

日本一大きい半島「紀伊半島」。
その背骨となる

地域高規格道路「五條新宮道路」。
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【
司
会
】１
６
８
号
を
こ
れ
か
ら
良
い

道
路
と
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。ま
ず
、国
は
紀
伊
半
島

の
道
路
整
備
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

【
伊
勢
田
道
路
部
長
】紀
伊
半
島
は
、

日
本
一
大
き
い
半
島
で
す
。ま
ず
、現

在
進
め
て
い
る
高
速
道
路
整
備
の
全

体
的
な
話
を
し
ま
す
。京
都
、奈
良
、

和
歌
山
を
結
ぶ
高
速
道
路
の
京
奈
和

自
動
車
道
は
、大
和
郡
山
か
ら
五
條

を
通
り
、和
歌
山
へ
繋
い
で
き
て
い
ま

す
。和
歌
山
県
内
は
２
年
後
に
す
べ

て
繋
が
り
、奈
良
県
内
も
順
次
、五
條

か
ら
郡
山
ま
で
繋
が
る
予
定
で
す
。

　

一
方
、紀
伊
半
島
の
海
岸
沿
い
を
通

る
高
速
道
路「
紀
勢
線
」は
、三
重
県

内
で
、今
年
度
中
に
名
古
屋
か
ら
熊

野
ま
で
ほ
ぼ
高
速
道
路
が
繋
が
り
ま

す
。和
歌
山
県
内
は
、田
辺
│
す
さ
み

間
が
27
年
度
の
開
通
を
目
指
し
て
建

設
中
で
す
。未
整
備
の
熊
野
│
新
宮

間
、す
さ
み
│
新
宮
手
前
間
に
つ
い
て

も
今
後
、建
設
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

五
條
│
新
宮
間
は
、地
域
高
規
格

道
路
と
し
て
奈
良
県
と
国
土
交
通
省

で
力
を
合
わ
せ
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。京
奈
和
自
動
車
道
、紀
勢
線
と

合
わ
せ
た
紀
伊
半
島
を
一
周
す
る
道

路
で
、紀
伊
半
島
の
安
全
で
快
適
な
自

動
車
交
通
の
確
保
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、

道
路
整
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。和
歌
山
県
内
で
は
最
大
20
ｍ

の
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、沿
岸
部
を

通
る
国
道
42
号
線
が
大
き
な
被
害
を

受
け
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。五
條
新

宮
道
路
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、内
陸

か
ら
の
支
援
が
可
能
に
な
り
、大
き
な

役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
司
会
】こ
う
や
っ
て
紀
伊
半
島
全
体

の
道
路
整
備
、災
害
対
応
を
考
え
る

と
、奈
良
県
南
部
の
道
路
整
備
が
ど

う
あ
る
か
で
、紀
伊
半
島
全
体
の
利

益
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。奈
良
県
で
は
道
路
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
か
。

【
大
庭
部
長
】全
国
と
比
べ
て
、奈
良

県
の
道
路
整
備
率
は
45
位
、高
速
道

路
の
整
備
延
長
は
最
下
位
で
す
。安

全
・
安
心
、県
内
の
経
済
を
強
く
し
て

い
く
た
め
に
は
道
路
整
備
は
ま
だ
ま

だ
必
要
で
す
。

　

現
在
、奈
良
・
和
歌
山
・
三
重
の
３

県
の
知
事
が
、紀
伊
半
島
ア
ン
カ
ー

ル
ー
ト
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。県

と
し
て
は
、紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
期
間
内（
お
お
む
ね
10

年
間
）に
、す
れ
違
い
が
困
難
な
区
間

の
解
消
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
６
日
、十
津
川
村
住
民
ホ
ー

ル
で「
十
津
川
道
路
開
通
感
謝
の
集

い
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

紀
伊
半
島
全
体
の
道
路
整
備
か
ら

見
え
て
く
る「
い
の
ち
の
道
」の
役
割
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、そ
の

重
要
性
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。（
下

記
に
抜
粋
し
た
内
容
を
掲
載
し
ま
す
）

「十津川道路」開通感謝の集い

国土交通省
近畿地方整備局
伊勢田道路部長

奈良県
県土マネジメント部

大庭部長

司会を務めた
奈良テレビ

伊藤アナウンサー
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一般国道 168 号 地域高規格道路 五條新宮道路 (起点：和歌山県新宮市～終点：奈良県五條市）
ごじょうしんぐう
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国と県が総力を挙げて「五條新宮道路」の改良事業を全面展開

－特集－　国道168号「いのちの道」紀伊半島内陸部の活性化を担って
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10
月
上
旬
、国
道
１
６
８
号（
五
條
・

新
宮
間
）整
備
促
進
協
議
会
な
ど
３
つ

の
協
議
会
が
、国
や
県
に
対
し
来
年
度

道
路
事
業
に
必
要
な
予
算
の
総
額
確
保

と
、国
道
１
６
８
号
の
整
備
促
進
を
要

望
し
ま
し
た
。

　

国
道
１
６
８
号
は
現
在
、各
所
で
改

良
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、難
所

が
多
く
飛
躍
的
な
進
捗
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
。ま
た
、五
條
市
大
塔
町
阪
本
地
内

な
ど
、す
れ
違
い
走
行
の
困
難
な
箇
所

が
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、紀
伊
半
島
ア
ン

カ
ー
ル
ー
ト
の
早
期
整
備
に
向
け
た
重

点
的
な
予
算
の
配
当
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

発
生
し
た
ひ
び
割
れ
が
原
因
で
、昨
年

の
７
月
か
ら
通
行
止
め
が
続
い
て
い

る
、国
道
１
６
８
号
の
土
河
屋
ト
ン

ネ
ル（
田
辺
市
本
宮
町
）。現
在
は
、和

歌
山
県
が
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
９
月
の
台
風
18
号
で
は
、本

宮
町
地
内
で
４
４
４
㍉
の
雨
量
を
観

測
し
ま
し
た
が
、ト
ン
ネ
ル
内
に
顕
著

な
変
異
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。ひ

び
割
れ
の
原
因
が
特
定
で
き
な
い
た

め
、復
旧
工
法
や
復
旧
時
期
が
未
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。国
道
１
６
８
号
整

備
促
進
協
議
会
は
、早
期
復
旧
が
図

ら
れ
る
よ
う
国
や
県
に
対
し
要
望
を

続
け
て
い
ま
す
。

続く「いのちの道」の整備促進要望

10月１日、奈良県に要望

10月８日、国土交通省中原政務官に要望

土河屋トンネル内にあるひび割れ

国道168号土河屋トンネルはどうなっているの？
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こ
の
た
び
、村
の「
復
興
モ
デ
ル
住
宅
」

の
取
り
組
み
が
、第
８
回
地
域
住
宅
計

画
賞（
作
品
部
門
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、地
域
の
住
文
化
へ
の
貢
献

や
、そ
の
作
品
に
込
め
ら
れ
た
趣
旨
が
具

体
化
さ
れ
他
の
作
品
の
模
範
に
な
り
、デ

ザ
イ
ン
的
に
も
と
く
に
す
ぐ
れ
た
も
の

に
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、受
賞
し
た
復
興
モ
デ
ル
住
宅

は
、紀
伊
半
島
大
水
害
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
自
力
再
建
住
宅
や
復
興
村
営
住

宅
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
村
の
地
域
性
、十

津
川
産
材
の
活
用
、省
エ
ネ
、低
価
格
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
建
設
し
ま
し
た
。

　

住
宅
の
特
徴
は
、雨
の
多
い
村
の
気
候

に
対
応
し
た「
ス
バ
ル
ノ
フ
キ
オ
ロ
シ
」

（
Ｐ
７
図
１
参
照
）と
板
張
り
の
外
壁
、

内
部
は
、木
の
ぬ
く
も
り
を
肌
で
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、柱
や
梁
を
見
せ
る
真
壁
造
り

に
し
て
、木
本
来
の
木
目
を
活
か
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、通
風
や
日
射
な
ど
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、建
物

の
断
熱
性
能
を
向
上
し
、省
エ
ネ
性
能
に

優
れ
た
住
宅
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、平
成
26
年
３
月
ま
で
に
、谷
瀬

地
区
に
４
戸
、猿
飼
地
区
に
13
戸
の
復

興
村
営
住
宅
を
順
次
建
設
予
定
で
す
。

復
興
モ
デ
ル
住
宅
が
地
域
住
宅
計
画
賞
に



【平屋建てタイプ】延床面積約60
㎡、建設費約1100万円。高齢者
の２人暮らしをイメージし、村の
伝統的な和室の所作（浅床、書
院、位牌置き場、竿縁天井）と勾配
天井の居間が続き間で使える。

【二階建てタイプ】延床面積約85㎡、
建設費約1500万円。子育て世代を
イメージし、どこにいても家族の様子
が感じられるよう階段や吹抜けの位
置を工夫。将来子ども部屋が足りな
くなった場合は、吹抜けに床を設けて
増築ができる。

村内の大工さん講習会

（図1）

村民のみなさんと話し合い
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●
地
域
性
へ
の
配
慮

　

村
の
民
家
は
、急
峻
な
斜
面
に
は
り

つ
く
よ
う
に
点
在
し
、石
垣
や
棚
田
と
一

体
に
な
っ
た
美
し
い
集
落
景
観
を
形
成

し
て
い
ま
す
。
年
間
降
水
量
が
約
２
０

０
０
㍉
と
き
わ
め
て
多
い
地
域
性
か

ら
、雨
風
か
ら
建
物
を
守
る
た
め
に
軒

を
低
く
し
、ス
バ
ル
ノ
フ
キ
オ
ロ
シ
や
ウ

チ
オ
ロ
シ（
下
図
）と
い
っ
た
独
特
の
建

築
様
式
が
発
達
し
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
住
宅
の
建
設
に
は
、村
内
の

大
工
さ
ん
や
村
民
の
み
な
さ
ん
と
話
し

合
い
を
行
っ
た
り
、村
内
の
伝
統
的
な

民
家
12
棟
の
調
査
を
し
た
り
し
て
、「
十

津
川
ら
し
い
住
ま
い
づ
く
り
25
の
手

法
」を
整
理
し
、モ
デ
ル
住
宅
に
採
用
し

ま
し
た
。

【
十
津
川
杉
の
魅
力
を
活
か
す
】

　

10
齢
級（
46
〜
50
年
生
）を
超
え
る
杉

が
豊
富
に
あ
る
た
め
、杉
の
間
伐
材
か
ら

と
れ
る
最
大
寸
法
４
寸×

７
寸
を
梁
材

と
す
る
構
造
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

内
部
は
柱
・
梁
を
見
せ
る
真
壁
造
り

で
、大
黒
柱
・
差
鴨
居
な
ど
骨
太
に
材

を
用
い
て
い
ま
す
。
外
壁
、床
、天
井
、

木
製
建
具
も
含
め
、平
屋
建
て
で
約

21
・
６
㎥
、２
階
建
て
で
約
28
・
６
㎥
の

十
津
川
産
材
を
使
用
。
ま
た
、村
の
豊

富
な
森
林
資
源
を
活
用
す
る
た
め
、薪

ス
ト
ー
ブ
や
十
津
川
杉
を
使
っ
た
家
具

（
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、ベ
ン
チ
、座

卓
）の
設
置
や
、十
津
川
杉
合
板
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

－ 復興モデル住宅の概要 －

2階建てタイプ平面図

子供は茶の間を通って
2階に上がる構成

吹抜けによる上下階の
コミュニケーション

将来、吹抜けを子供部屋に改造する
ことができます。

きしな きしな

地域住宅計画賞の賞状



「
村
の
宝
」は
、ふ
だ
ん
身
近
に
あ
り
特
別
な
も
の
と
意
識
し
て
い
な
い
も
の
の
中
に
あ
る
も
の
で
す
。

十津川
村の宝

　

第
８
回「
地
域
住
宅
計
画
賞
」を
受
賞
し
た
村
の

「
復
興
モ
デ
ル
住
宅
」は
、ス
バ
ル
ノ
フ
キ
オ
ロ
シ
や

ウ
チ
オ
ロ
シ
と
い
っ
た
十
津
川
独
特
の
建
築
様
式
、

住
ま
い
づ
く
り
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の「
村
の
宝
」で
は
、村
の
住
居
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。
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◆いろりのある部屋を「ゆるりの間」と
言います。上からジザイを吊るし、鍋
をかけて調理しました。
　ゆるりの間の奥の天井裏に薪などを
保存しました。
　ゆるりの間は、座る場所が決まってい
て、主人が座る「カミザ」、主婦が座る
「シモンザ」、子どもやお客が座る「ウ
ランザ」。老人が座る「キシンザ」が
ありました。

◆一番奥の部屋が「仏間」です。仏壇の
反対方向に神棚があります。

◆
村
の
住
居
形
式
は
、並
列
式
や
一
列
式
が
代
表
的
で
す
。
一
列

式
で
は
、母
屋
、う
ま
や
、物
置
、風
呂
場
、便
所
に
い
た
る
ま

で
、横
一
列
に
並
び
ま
す
。
家
は
、斜
面
の
一
部
を
削
り
、石
垣

や
盛
り
土
を
し
て
平
地
を
つ
く
り
建
て
ま
す
。

◆「奥の間」です。特別な客を通す
部屋で、客殿とも言います。部
屋の広さは、８畳ほどあります。

◆奥の間の横が「中の間」です。家
族の寝室に当てられています。
「でしの間」とも言いました。

◆台風の進路にあたる地域のため、風雨に
は特別の配慮が払われています。杉皮
で造られた屋根は、軒が低く、ウワゴマイ
（横木）で押さえ、石を並べています。

◆「カッテの間」は、土間になっていて、流
し、水棚などの炊事場があります。カッ
テの間は「ゆるりの間」に続いています。

◆風雨に弱い土壁は使わず、板
壁を主としています。

◆「玄関」の特徴は、土間になって
いることです。

　掲載内容は、十津川地
域中高一貫教育の「ふるさ
と学」で、当時の上野地中
学校生徒が調べたものを
参考にしています。

十
津
川
の

-

住
　
居-

母屋は、障子や板戸
で仕切られいくつか
の部屋に分かれて
います。



教   
育

だ
よ
り
（第66号）

「
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
」、本
村
で

開
催
さ
れ
る
。

～ 内吉野ゲートボール大会 ～十津川村ＰＴＡ研修会

お
問
い
合
わ
せ
は
、教
育
課
☎ 

０
７
４
６（
62
）０
０
６
７
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
、教
育
課
☎ 

０
７
４
６（
62
）０
０
６
７
ま
で

　

９
月
24
日
、昴
の
郷
多
目
的

広
場
で
内
吉
野
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
野
迫

川
村
か
ら
１
チ
ー
ム
、村
か
ら

３
チ
ー
ム
が
参
加
。
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
大
会
で
、み
な
さ
ん
真

剣
な
表
情
の
中
に
も
楽
し
ん
で

プ
レ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、見
事
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
を
収
め
た
野
迫
川
チ
ー
ム

で
し
た
。

　

優
勝（
野
迫
川
チ
ー
ム
）

　

２
位（
十
津
川
混
成
チ
ー
ム
）

　

３
位（
小
山
手
チ
ー
ム
）

　

４
位（
二
村
チ
ー
ム
）

【日時】　11月24日（日）
　　　　受付:午後１時30分～
　　　　講演:午後２時～午後３時30分
【場所】　十津川村住民ホール
【講師】　来世楽（ラセラ）
　　　　津軽三味線女性ユニット
【演題】　「津軽三味線と唄で楽しむ故郷の心」
　　　　　　～心も体も元気でイキイキ～
どなたでも参加できますのでお気軽に
お越しください。託児コーナーもあります。
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10
月
17
日
18
日
の
両
日
、第

28
回
近
畿
へ
き
地
教
育
研
究
大

会
・
第
57
回
奈
良
県
へ
き
地
教

育
研
究
大
会
が
、延
べ
約
６
０

０
名
の
参
加
者
を
迎
え
て
、本

村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

17
日（
木
）午
後
は
、役
場
住

民
ホ
ー
ル
で
、村
外
県
外
の
小
・

中
学
校
の
実
践
発
表
と
奈
教

大
教
職
大
学
院
松
川
利
広
教

授
の
記
念
講
演
。『
ご
ん
ぎ
つ

ね
』の
著
者
新
美
南
吉
が
女
学

校
の
先
生
だ
っ
た
時
の「
赤
ペ

ン
」か
ら
、書
く
力
を
育
て
る
こ

と
の
大
切
さ
、そ
の
指
導
の
楽

し
さ
怖
さ
を
考
え
ま
し
た
。

　

18
日（
金
）午
前
は
、十
津
川

一
小
・
西
川
二
小
・
十
津
川
中
・

平
谷
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
、公
開
授

業
・
研
究
発
表
・
研
究
協
議
等
。

へ
き
地
の
教
育
や
小
規
模
学
校

の
現
状
・
課
題
、展
望
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
村
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
で
全
体
会
。
西
川
一
小
児

童
と
出
身
中
学
生
に
よ
る
獅

子
神
楽
で
始
ま
り
、『
復
興
、村

に
生
き
る
』を
テ
ー
マ
と
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
が

あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
・
先
生
方
が
、

「
新
し
い
学
校
づ
く
り
」を
し
な

が
ら
の
学
校
挙
げ
て
の
大
会
で

し
た
。
保
護
者
の
方
々
と
来

校
者
へ
の
お
も
て
な
し
で
の
教

育
実
践
発
表
で
し
た
。
十
津

川
地
域
の
学
校
教
育
の
節
目
と

な
り
、新
し
い
芽
を
出
す
大
会

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
も
の
に

す
る
た
め
に
、今
後
の
教
育
実

践
を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
会
両
日
は
素
晴
し
い
秋

晴
れ
の
十
津
川
で
し
た
。

県へき地教育研究大会で
披露された西川第一小学
校の獅子神楽
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「
学
校
の
歴
史
を
、そ
し
て
、紀
伊

半
島
大
水
害
か
ら
の
復
興
を
支
え
て

く
れ
た
多
く
の
み
な
さ
ん
に
恩
返
し

を
」

　

10
月
12
日
か
ら
３
日
間
を
か
け
て

十
津
川
高
校
の
生
徒
が
、同
校
の
前

身
・
文
武
館
を
開
い
た
中
沼
了
三（
島

根
県
隠
岐
出
身
）氏
の
墓
が
あ
る
京

都
市
の
安
楽
寺
か
ら
高
校（
込
之
上
）

ま
で
、１
５
０
㌔
を
た
す
き
リ
レ
ー

で
走
破
し
ま
し
た
。

　

た
す
き
リ
レ
ー
は
、来
年
１
５
０

年
を
迎
え
る
学
校
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ
れ
、寮
生
10
人
、通
学
生

17
人
の
有
志
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

た
す
き
に
込
め
た
想
い
や
、完
走

後
の
心
境
を
、第
１
走
者
の
植
野
さ

ん
と
最
終
走
者
の
浦
上
さ
ん
に
聞
き

ま
し
た
。

【
植
野
元
樹
さ
ん（
３
年
）】

　

１
５
０
年
を
迎
え
る
来
年
、自
分

は
卒
業
し
て
い
ま
す
が
、何
か
貢
献

し
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
中

沼
さ
ん
の
お
墓
が
あ
る
京
都
の
安
楽

寺
の
門
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、第
１
走

者
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
し
た

が
、温
か
い
声
援
も
あ
り
、楽
し
く
走

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

が
一
致
団
結
し
て
、走
者
は
み
ん
な
の

た
め
に
、み
ん
な
は
走
者
の
た
め
に

頑
張
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
５
０
年
の
歴
史
を
も
つ
学
校
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
１
５

０
年
の
節
目
が
十
津
川
の
ピ
ー
ア
ー

ル
に
な
り
、高
校
の
伝
統
が
続
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
浦
上
千
佳
さ
ん（
２
年
生
）】

　

十
津
川
高
校
が
来
年
１
５
０
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
在
校
生
と
し

て
、何
か
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
た
す
き

を
受
け
継
い
だ
と
き「
み
ん
な
が
頑

張
っ
て
つ
な
い
だ
た
す
き
を
最
後
ま

で
つ
な
ぎ
終
え
た
い
」と
思
い
走
り
ま

し
た
。
沿
道
で
は
、子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
の
方
ま
で
応
援
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

た
す
き
リ
レ
ー
の
ゴ
ー
ル
は
、１

５
０
年
の
節
目
を
迎
え
る
高
校
の
歴

史
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
。

　

来
年
の
１
５
０
年
イ
ベ
ン
ト
は
最

高
学
年
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

高校創立150年を前に

十
津
川
高
校

㌔
た
す
き
リ
レ
ー

たすきリレーのスタートを切った
植野　元樹さん（３年生）

ゴールテープを切った
浦上　千佳さん（２年生）



　９月28日、住民ホールで十津川村戦没者追悼式が
行われました。
　遺族を代表して、遺族会副会長の坂口さんが追悼の
辞を述べた後、遺族のみなさんなど約120人が慰霊碑
に献花を行いました。
　この追悼式は、３年に一度行われています。

　９月24日、村内で秋の交通安全街頭啓発運動が行
われました。
　役場前では、早朝から十津川中学校の生徒たちも参
加し、通行するドライバーに啓発物品を手渡すなど、安
全運転を呼びかけました。

　10月18日、名古屋市瑞穂陸上競技場で行われ
た陸上競技日本ジュニア・ユース選手権で、十津川
高校出身の寒川建之介（大阪体育大学1年）さん
がジュニア男子やり投げに出場。75㍍10の大会
新記録を投げ、みごと優勝を果たしました。

　９月29日、住民ホールで「災害から２年、みんな
で村を盛り上げよう」をテーマに第３回尚歯会の集
いが行われ、約110人が参加しました。
　集いでは、「天誅組と十津川」と題した松實豊繁
さん（大字上野地）の講話、また、老人クラブ会員の
演芸などが披露されました。
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先人を悼み　十津川村戦没者追悼式

「安全運転で」秋の交通安全を呼びかけ

「村を盛り上げよう」第３回尚歯会の集い

陸上ジュニア男子やり投げで寒川さんが大会新Ｖ

表彰を受ける寒川さん（写真左）
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☎
　 －　役場代表　－
電話 0746(62)0001
FAX 0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 62-0001
観光 62-0004
農林 62-0005
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900
財政 62-0903
建設 62-0904・62-0905
福祉 62-0901・62-0902
出納 62-0906

　　－庁舎３階－
議会事務局 62-0002

　－庁舎地下１階－
生活環境　 62-0907
水道　　　 62-0908

　村では、村民を対象に木造住宅の耐震診断を希望
する人を募集しています。
【対象建築物】昭和56年の新耐震基準以前に建てら
れた在来軸組工法の木造住宅のうち、延べ面積が
250㎡以下で、地階を除く階数が2以下の建築物。

【費　　用】  無料
【募集戸数】 ３戸（応募多数は抽選）
【募集締切】 11月20日（水）

　平成26年1月から、個人で事業や不動産貸付など
を行うすべての人は、記帳と簿記などの保存が必要
になります。所得税及び復興特別所得税の申告の必
要がない人も対象となります。

　教育委員会では、廃校となった旧平谷小学校の不
要備品を次の内容で販売します。
　12月8日（日）9時～ 15時
　旧平谷小学校（大字平谷）
【販売予定物品】
机、調理器具や食器、理科教材、作業用テーブル、音
楽教材など
【販売に当たっての注意】
①物品の引き渡しは、代金と引き替えです。
②物品の梱包や包装はしません。
③購入者は、当日のうちに運搬をお願いします。
④物品に関するクレームや返品には応じられませんの
　で、物品の内容を確認したうえで購入してください。

　人権問題や行政の合同相談会を開設します。相
談は無料ですので、相談ごとのある人は、ご利用くだ
さい。

　12月5日（木）10：00 ～ 12：00
　役場 第１会議室

情報広場

総務課☎0746（62）0001 建設課 ☎0746（62）0905

吉野税務署 ☎0746（32）3385

学校統合推進室☎0746（62）0003

旧平谷小学校の不要備品を購入しませんか？

無料法律相談を開催します

11月11 ～ 17日は、税を考える週間です

記帳･簿記など保存制度の対象者が拡大されます

木造住宅の耐震は大丈夫ですか？

自衛官募集 自衛隊奈良地方協力本部 ☎0747(22)3789　
ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/nara

 

○平成26年4月1日現在で15歳以上17歳
未満の人
○将来自衛官となる強堅な意志がある人
○中学校長などが責任を持って推薦する人
○生徒会などで顕著な実績のある人

【1次試験】
平成26年1月18日（土）
【2次試験】
平成26年2月1日（土）～
4日（火）の間でいずれか1日

平成26年1月11日（土）～
13日（月）の間で
いずれか1日

平成25年11月1日（金）

～

平成26年1月10日（金）

平成25年11月1日（金）

～

平成25年12月6日（金）

○平成26年4月1日現在で15歳以上17歳
未満の人

○平成26年4月1日現在で18歳以上34歳
未満の人
○自衛隊入隊後、在隊期間が1年未満の人

○平成26年4月1日現在で18歳以上で国
家免許資格などを有する人

資　　　格試験期日受付期間募集種目

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（一般採用試験）

男女共通

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（推薦採用試験）

男女共通

予備自衛官補
（一般公募）

予備自衛官補
（技能公募）男女共通

平成26年1月上旬～ 4月上旬
※細部はお問い合わせください。
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第
３
回
定
例
会

◆
報
告

●
平
成
24
年
度
十
津
川
観
光
開
発
株
式
会

社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

　

村
が
出
資
し
て
い
る
十
津
川
観
光
開
発

株
式
会
社
の
平
成
24
年
度
経
営
状
況
に
つ

い
て
、議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

◆
決
算
認
定

●
平
成
24
年
度
十
津
川
村
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
、監
査
委
員
の
意
見
を

つ
け
て
議
会
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

◆
補
正
予
算

●
十
津
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
３
，７
９
９

万
１
千
円
を
追
加
し
、総
額
65
億
４
，８
９

２
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円
を
追

加
し
、総
額
５
億
９
，８
４
２
万
円
と
し
ま

し
た
。

●
十
津
川
村
十
津
川
温
泉
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
９
１
万
５
千
円

を
追
加
し
、総
額
４
，２
２
５
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
湯
泉
地
温
泉
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
２
０
万
３
千
円

を
追
加
し
、総
額
１
，５
５
５
万
３
千
円
と

し
ま
し
た
。

◆
条
例
改
正

●
十
津
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
改
正
に
伴
い
、条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
改
正
に
伴
い
、条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

◆
契
約

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※

契
約
の
目
的

小
原
地
区
簡
易
水
道
区
域
拡
張
工
事

（
１
期
工
事
）

※

契
約
の
方
法 

指
名
競
争
入
札

※

契
約
の
金
額 

８
，０
８
５
万
円

※

契
約
の
相
手
方 

株
式
会
社
田
野
上
組

●
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
等
一
式
の
購
入
に

つ
い
て

※

物
品
名　

　

富
士
通
電
子
カ
ル
テ薬

袋
印
刷
シ
ス
テ
ム

※

数
量　

　

上
野
地
診
療
所富

士
通
電
子
カ
ル
テ
一
式

　

小
原
診
療
所

富
士
通
電
子
カ
ル
テ
一
式

薬
袋
印
刷
シ
ス
テ
ム
一
式

※

契
約
の
方
法 

随
意
契
約

※

契
約
の
金
額 

８
８
９
万
３
，５
０
０
円

※

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

メ
デ
ィ
セ
オ　

新
宮
支
店

　

平
成
25
年
十
津
川
村
議
会
「
第
３
回
定
例
会
」
が
９
月
10
日

か
ら
12
日
ま
で
開
か
れ
、
平
成
24
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
及
び
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
各
議
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
２
人
の
議
員
が
村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
審
議
さ
れ
た
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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◆
人
事

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

永
曽
昌
弘
委
員
が
、９
月
30
日
に
任
期

が
満
了
す
る
事
に
伴
い
、再
度
、永
曽
昌
弘

氏
を
任
命
す
る
た
め
、議
会
の
同
意
を
求
め

ま
し
た
。

◆
意
見
書

●「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化

対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
」の
た
め

の
意
見
書

　
「
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
特
例
」に
よ
る

税
収
の
一
定
割
合
を
、森
林
面
積
に
応
じ
て

譲
与
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
強
く
求
め
る

意
見
書
が
提
出
さ
れ
、採
択
さ
れ
ま
し
た
。

●
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書

　

現
在
、国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る「
道
州
制

へ
の
移
行
の
た
め
の
改
革
基
本
法
案
」な
ど

は
、ほ
と
ん
ど
の
町
村
で
は
事
実
上
の
強
制

合
併
を
余
儀
な
く
さ
れ
、合
併
に
よ
り
、住

民
と
行
政
と
の
距
離
が
遠
く
な
り
、住
民
自

治
が
衰
退
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書

が
提
出
さ
れ
、採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

●
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
設
立
に
伴
う
五

條
市
と
十
津
川
村
に
お
け
る
消
防
に
関
す

る
事
務
の
委
託
の
廃
止
に
つ
い
て

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、五
條
市
と
十
津
川
村
に
お
け

る
消
防
に
関
す
る
事
務
の
委
託
を
廃
止
す

る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、議
会
の

議
決
を
求
め
ま
し
た
。

◆
一
般
質
問

▼
質
問　

次
年
度
、世
界
遺
産
登
録
、源
泉

か
け
流
し
宣
言
か
ら
10
周
年
を
向
か
え
る

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
、規
模
、予
算
に
対
す
る

考
え
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

平
成
16
年
６
月
28
日
に
、全
国

で
初
め
て「
源
泉
か
け
流
し
宣
言
」を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、平
成
16
年
７
月
７
日
に

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
次
年
度
は
、ど
ち
ら

も
10
周
年
と
い
う
観
光
的
に
も
大
事
な
節

目
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

源
泉
か
け
流
し
宣
言
を
行
っ
た
意
義
を
振

り
返
る
と
、村
の
宝
で
あ
る
自
然
の
恵
み
に

感
謝
し
、よ
り
安
全
で
、よ
り
清
潔
、よ
り
新

鮮
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
た
め
に
、心

も
体
も
癒
さ
れ
て
ほ
っ
と
す
る
、ま
た
訪
れ

た
く
な
る
村
を
目
指
し
宣
言
し
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
古
道
は
、昔
か

ら
人
々
が
祈
り
を
捧
げ
て
き
た
心
の
道
で

す
。
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
、村
内
を
通
る

２
つ
の
古
道
が
残
っ
た
の
は
、深
い
意
味
が

あ
り
、自
然
と
共
に
山
や
道
を
守
り
、共
に

生
き
抜
い
て
き
た
村
民
の
た
く
ま
し
さ
が

あ
り
ま
す
。

　

今
後
、私
た
ち
は
受
け
継
が
れ
た
古
道

を
大
切
に
守
り
育
て
、後
世
に
継
承
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

源
泉
か
け
流
し
温
泉
と
世
界
遺
産
は
村

で
最
も
重
要
な
宝
物
で
す
。
10
周
年
に
当

た
り
、イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
、今
年

の
７
月
以
降
、観
光
協
会
を
中
心
と
し
た

各
種
団
体
の
方
々
と
打
合
せ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
単
発
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、継
続

し
て
多
く
の
村
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
、

ま
た
語
り
部
と
な
り
、お
も
て
な
し
の
心
を

も
っ
て
受
け
入
れ
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
質
問　

村
の
活
性
化
策
な
ど
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

村
の
活
性
化
に
は
、若
者
の
定
住

が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

若
者
の
働
く
場
と
住
む
所
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
仕
事
に
つ
い
て
は
、林
業
の
６

次
産
業
化
を
進
め
る
中
で
、地
域
資
源
を

活
か
し
た
産
業
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

住
居
は
、復
興
の
取
り
組
み
の
中
で
大
字

林
に
復
興
モ
デ
ル
住
宅
を
建
設
し
ま
し
た
。

村
の
木
で
村
の
大
工
さ
ん
が
建
て
る
住
宅

が
、ど
れ
く
ら
い
の
値
段
で
建
つ
か
、そ
の
住

宅
か
ら
見
て
と
れ
、自
分
で
建
て
よ
う
と
い

う
発
憤
材
料
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
議
会
で
予
算
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
十
津
川
村
定
住
促
進
住
宅
新
築
補
助

金
は
、被
災
者
の
自
力
再
建
は
も
と
よ
り
、

Ｉ
タ
ー
ン
者
や
若
年
層
の
定
住
人
口
増
加

を
目
的
と
し
た
補
助
事
業
で
す
。
村
内
に

新
築
す
る
住
宅
で
村
内
の
大
工
さ
ん
が
建

設
し
、村
の
木
材
を
一
定
量
以
上
使
用
す
る

と
、利
用
量
に
応
じ
た
補
助
が
受
け
ら
れ
、

補
助
の
上
限
は
２
０
０
万
円
で
す
。

　

ま
た
、空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
な
ど
、若

者
が
定
住
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

大字林に建設された復興モデル住宅



こくみんねんきん

　

現
在
の
年
金
額
は
、平
成
12
年
度
か

ら
平
成
14
年
度
に
か
け
て
、物
価
が
下

落
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、年
金
額
を

据
え
置
い
た
た
め
、法
律
で
想
定
し
て

い
る
水
準（
本
来
の
水
準
）よ
り
も

2.5
％
高
い
水
準（
特
例
水
準
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、平
成
24
年
11
月
に
法
律

改
正
が
行
わ
れ
、現
役
世
代（
将
来
の

年
金
受
給
者
）の
将
来
の
年
金
額
の
確

保
と
、世
代
間
の
公
正
を
図
る
た
め
に
、

平
成
25
年
10
月
分
以
降
と
し
て
支
払

わ
れ
る
年
金
額
は
、今
年
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
額
か
ら
、マ
イ
ナ
ス
１
％
の

改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
解
消
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

平
成
26
年
４
月
マ
イ
ナ
ス
１
％
、平
成

27
年
４
月
マ
イ
ナ
ス
0.5
％
の
改
定
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
物
価
・
賃
金
が
上

昇
し
た
場
合
は
、引
き
下
げ
幅
は
縮
小

し
ま
す
）

〈
平
成
25
年
10
月
分
か
ら
の
年
金
額
改

定
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
〉

〔
Ｑ
１
〕　

い
つ
の
年
金
支
払
い
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
か
。

〔
Ａ
１
〕　

改
定
後
の
年
金
は
、平
成
25

年
12
月（
10
月
分
、11
月
分
）の
支
払

い
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

〔
Ｑ
２
〕　

新
し
い
年
金
額
の
お
知
ら

せ
は
、い
つ
送
付
さ
れ
ま
す
か
。

〔
Ａ
２
〕　

改
定
後
の
年
金
額
は
、年
金

額
改
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。こ
の
年
金
額
改
定
通
知
書
は
、原

則
と
し
て
年
金
振
込
通
知
書
と
一
体

と
な
っ
た
お
知
ら
せ（
ハ
ガ
キ
）で
、12

月
４
日
以
降
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
、年
金
受
給
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
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10
月
分
か
ら
の
年
金
額
の
改
定
に
つ
い
て

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
〜

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

平
成
25
年
10
月
分
以
降
と
し
て
支
払
わ
れ
る
年
金
額
は
、今
年

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
額
か
ら
、マ
イ
ナ
ス
１
％
の
改
定
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
の
際
、全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、納
付
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、平
成
25
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、こ
の
11

月
上
旬
に「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
日
本
年
金

機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

は
、翌
年
の
２
月
上
旬
に
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ

た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の
ご
照
会

は
、控
除
証
明
書
の
ハ
ガ
キ
に
表
示
さ

れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

│
お
問
い
合
わ
せ
│

　

▼
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

　

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

▼
住
民
課（
国
民
年
金
窓
口
）

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０
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11月は、国保税第6期の納期です。
納期限は、12月2日（月）ですので納期内に忘れずに納めましょう！

お問い合わせ　福祉事務所 ☎0746（62）0901

医療費の増加や医師の過重勤務
　　　　医療費は、近年増加傾向が続いています。その原因として、急速な高齢化によって、病院にかか
る機会の多い高齢者が増えたことがあげられます。さらに医療現場では、人手不足などから、医師が過重
勤務に陥っているケースが少なくありません。

私たちの努力で節約できる医療費があります
　　　　医療費の高騰や医師の過重勤務は、私たちが適正な受診を心がけることによって、防ぐことが可
能です。例えば、かかりつけ医を持つこともそのひとつ。風邪などの軽微な疾患で大病院に行くと、医療
費が高くなるばかりではなく、本当に大きな病院でしか対処できない患者さんの治療に支障をきたしてし
まうこともあります。

薬のもらいすぎも医療費増加の原因
　　　　必要以上に薬をもらいすぎることは、医療費増加の原因です。すでに服用している薬と同じよう
な種類の薬をもらうことは、薬代がかさむだけでなく、飲み合わせなどの副作用で体に悪影響をおよぼし
てしまうこともあります。

健全な国民健康保険制度を維持していくために
　　　　今後も医療費が増え続けると、私たちが納めている保険税が引き上げられてしまうかもしれませ
ん。適正受診に努めて出費を抑制することは、国民健康保険制度を健全化して、私たちの暮らしを守るこ
とにつながります。みんなが安心して医療を受けられる制度を維持していくために、ご理解ご協力をお願
いします。

　医療機関を受診するとき、一人ひとりの心構えで、医療費の
削減や病院に勤務している医師の負担軽減につながります。
　ぜひ、病院などの適正受診に努めましょう。

医療機関の適性受診に
ご協力ください
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■
学
校
行
事
　

●
体
育
大
会

　

10
月
17
日
、本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
秋

晴
れ
の
空
の
下
、体
育
大
会
を
行
い
ま

し
た
。
個
人
の
能
力
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク

や
戦
略
を
競
う
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
で
、

学
年
対
抗
の
熱
い
闘
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、最
後
は
３
年
生
の
優
勝
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
！

●
た
す
き
リ
レ
ー
完
走
報
告

　

10
月
12
日
か
ら
３
日
間
、十
津
川

高
校
・
文
武
館
創
立
１
５
０
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、京
都
市
か
ら
十
津

川
高
校
ま
で
た
す
き
リ
レ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
沿
道
で
み
な
さ
ん
の
温
か

い
声
援
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、十
津
川
高
校

の
歴
史
を
繋
い
で
い
き
ま
す
。

●
十
津
川
地
域
中
高
一
貫
合
同
総
合

学
習
発
表
会（
お
知
ら
せ
）

　

11
月
14
日（
木
）、13
時
30
分
か
ら

15
時
30
分
ま
で
、本
校
体
育
館
で
十
津

川
中
学
校
の
２
・
３
年
生
と
本
校
の
２

年
生
が「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で

研
究
し
た
内
容
を
発
表
し
ま
す
。

■
生
徒
会
活
動
　

●
秋
の
交
通
安
全
活
動

　

９
月
26
日
、込
之
上
バ
ス
停
で
、生

徒
会
役
員
が
生
徒
自
作
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
配
り
、交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

「
不
安
な
く
生
き
た
い
ね
」

　

社
会
の
変
化
変
容
の
中
で
、都
市
と
地

方
、過
疎
と
過
密
、少
子
高
齢
化
社
会
の

進
行
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、課
題
が

私
た
ち
を
取
り
ま
い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、「
無
縁
社
会
」と
い
う
言

葉
が
気
に
な
る
響
き
と
な
っ
て
、ジ
ワ
リ

ジ
ワ
リ
と
暮
ら
し
や
社
会
の
中
に
迫
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
年
々
、平
均
寿
命

が
延
び
、47
年
後
の
２
０
６
０
年
に
は
、

平
均
寿
命
が
、男
性
83
歳
、女
性
90
歳
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、高
齢

化
率
が
40
％
に
達
す
る
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
」

「
あ
り
が
と
う
。
み
な
さ
ん
の
お
世
話
に

な
っ
て
今
の
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
み
な
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
い
う
会
話

が
、自
然
に
か
わ
し
合
え
る
社
会
が
何
よ

り
で
す
。

　

し
か
し
、現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

情
報
弱
者
、交
通
弱
者
、買
い
物
弱
者
、

医
療
弱
者
、暮
ら
し
の
い
ろ
ん
な
場
面

で
、「
○
○
弱
者
」と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が

増
え
て
い
ま
す
。
生
き
る
こ
と
に
息
苦
し

さ
を
日
々
感
じ
な
が
ら
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

み
な
さ
ん
の
年
齢
は
い
く
つ
で
し
ょ
う

か
。
人
は
生
き
て
い
る
限
り
年
を
重
ね

ま
す
。
ど
の
年
代
、ど
の
世
代
で
あ
れ
、

不
安
な
く
生
き
る
こ
と
は
と
て
も
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
社
会
づ
く
り

の
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
こ
そ
、「
人
権
の

ま
ち
づ
く
り
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

てんいち先生と
ひかりちゃんで学ぶ

人権

十津川高校だより
☎0746(64)0241

生徒自作のキーホルダーを配り
交通安全を呼びかけ

全力プレー！体育大会

情
報
弱
者

交
通
弱
者

・
・
・
・

買
い
物

弱
者
っ
て

知
っ
て

い
る
か
い
？

私
は

車
が
運
転
で

き
な
い
ん
だ

ひ
と
り
ぐ

ら
し
は

不
安
だ
も

の
ね

元
気

い
っ
ぱ
い

笑
顔

い
っ
ぱ
い
だ

不
安
な
く

生
き
る
っ
て

や
っ
ぱ
り

い
い
よ
ね

毎
日

み
ん
な

困
っ
て

い
る
ん
だ

近
く
に

お
店
が

な
い

病
気
に

な
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う



人のうごき人のうごき
（敬称略）

■■■■■

（敬称略）善意銀行善意銀行

上垣　友乃ちゃん（谷垣内）
（11月9日生まれ・満3歳）

歌や絵本が大好きな友乃♪
一人で上手に

歌えるようになったね☆
父…幸治　母…小由里

ゆの

・中村　瀧子

村
の
方
言
な
〜
ん
だ

う
さ
ぎ
の「
お
い
し
さ
ん
」

で
す
。
今
月
の
出
題
は
こ

れ
じ
ゃ
♪

第
１
問 

こ
い
さ
が
た

例
こ
い
さ
が
た
待
ち
合
わ
せ

第
２
問 

さ
い
れ
・
さ
い
ら

例
炭
火
で
さ
い
れ
を
焼
く

第
３
問 

さ
さ
り
か
ん
じ
ょ
う

例
私
に
は
さ
さ
り
か
ん
じ
ょ
う
な
い

第
４
問 

じ
よ
る

例
釣
っ
て
き
た
魚
を
じ
よ
る

第
５
問 

し
ゃ
ご
い

例
し
ゃ
ご
い
と
こ
ろ
で
助
か
る

●
10
月
号
の
答
え
合
わ
せ

【
き
ね
ず
み
】
リ
ス

【
ぎ
っ
つ
い
】
キ
リ
ギ
リ
ス

【
く　
　

ど
】
か
ま
ど

【
け
っ
と
う
】
毛
布

【
け
ん
づ
い
】
お
や
つ　

いくつ答えられるかなぁ
ウサササササササ（笑）

タイムスリップの
合言葉は…
ラ・ビビビビビット！
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秋の交通安全
グラウンドゴルフ大会

　９月21日／昴の郷多目的広場
優勝：舛谷　康夫
２位：花谷　元成
３位：岡下　武重

スポーツの結果 (敬称略)

　
う
さ
ぎ
の「
パ
ー
プ
ル
お
い
し
さ

ん
」で
す
。
約
１
７
０
年
前
の
十
津
川

の
様
子
が
書
か
れ
た「
和
州
吉
野
郡

群
山
記
」を
基
に
、今
月
も
江
戸
時
代

の
十
津
川
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
じ
ゃ
！

　

村
落
は
、谷
に
添
う
も
有
り
、山

に
寄
る
所
も
有
り
。
十
津
川
流
れ

の
左
右
、わ
け
て
村
里
多
し
。
地

民
、歩
行
荷
を
持
ち
て
、世
を
渡
る

者
は
香
魚
を
釣
り
て
、世
を
過
ぐ

る
者
有
り
、木
材
を
伐
り
筏
と
な

し
て
新
宮
に
出
し
、こ
れ
を
販
い
で

渡
世
と
し
、猟
師
を
渡
世
と
し
、筏

師
を
渡
世
と
し
、ト
リ
モ
チ
を
製

し
、器
地
、杓
子
な
ど
の
か
は
を
深

山
に
取
り
、シ
イ
タ
ケ
を
作
り
世

を
渡
る
者
有
り
。
ま
た
専
ら
杣
を

世
過
ぎ
と
す
る
者
多
し
。

　

山
に
添
ひ
て
居
住
の
者
は
、８

月
深
山
に
入
り
、林
を
截
り
置
き

枯
れ
さ
し
め
、春
に
至
り
て
小
枝

を
き
り
落
と
し
、積
み
て
焼
灰
と

な
し
、そ
の
林
の
截
り
残
る
根
株

の
間
に
鍬
を
入
れ
て
耕
し
シ
コ
ク

ビ
エ
を
蒔
き
、そ
の
所
に
小
屋
を

作
り
居
住
し
、猪
鹿
の
害
す
る
を

制
せ
む
た
め
焼
畑
の
め
ぐ
り
に
、

小
柴
垣
な
ど
仕
廻
し
、秋
、シ
コ
ク

ビ
エ
実
り
、刈
り
納
め
て
本
村
に

帰
る
。
ま
た
、蕎
麦
、ゴ
ボ
ウ
、芋

を
も
作
る
。
そ
の
跡
、ま
た
荒
畑

と
な
し
所
を
替
へ
る
な
り
。

　

荘
中
、田
畑
共
に
少
し
。
皆
シ

コ
ク
ビ
エ
を
作
り
食
す
。
か
し
の

粉
、ワ
ラ
ビ
粉
を
食
す
。
タ
マ
ネ
ギ

を
蒸
し
食
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作

り
、秋
専
ら
芋
を
ゆ
び
き
て
食
す
。

～和州吉野郡十津川荘記をゆく～
江戸時代の十津川へタイムスリップ

おくやみおくやみ
川 口 　 博
玉置　明久
菊井　利夫
大谷　政利
柳瀬　喜治
大玉　守章
串﨑　秋男

88
92
85
40
81
81
87

1
2
6
11
11
12
15

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

10月
10月
10月
10月
10月
10月
10月

日
日
日
日
日
日
日

（竹　筒）
（竹　筒）
（谷　瀬）
（小山手）
（川　津）
（平　谷）
（平　谷）

おめでたおめでた
東　花乃愛 10月16日
父：伸彦　母：千佳子　（猿飼）

（かのあ） 　女

ひ
さ

あ
ゆ

菊井　良作
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問
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2013（
H
25）年

11月
１
日・626号

　10月から始まったとつかわテレビ。
毎月月末の土曜・日曜の午後８時から
自治体放送11チャンネルで、放送月の
前月のイベントをいつくか選んで放送
しています。初めての10月放送分でも
「あの人が出てた～」などの話をよく耳
にします。見てくれている人がいて嬉し
いです。さて11月は観光協会が行なっ
たしめ縄づくりと奉納、十津川大運動
会2013を予定しています。「今度は誰
がでるのかな」などちょっと気になりま
せんか？気になる人は、11チャンネル
をご覧ください。身近なよく知っている
人がでるかもしれません。 （R・M）

　スポーツの秋・文化の秋というこ
とで、村内でも村大運動会や村文化
祭が行われました。私もカメラを片
手にどちらも参加させていただきま
した。カメラのシャッターを切る中
で、女性の活躍が際立っていまし
た。運動会では、男性有利に見えた
女性対男性の綱引きで女性が圧
勝。文化祭でも舞台や展示発表、バ
ザーで活躍する比率は男性よりも
女性が多いと感じました。我が家で
も、育児に家事に「父ちゃん」より
「母ちゃん」の活躍が際立っていま
す。改めて、女性のパワーに脱帽の
秋となりました。 （Y・T）

●世帯数　1,887世帯（-1世帯）

●人　口　3,760人（-１人）

【平成25年11月１日現在  （　）は前月比】

男性  1,869人（－２人）／女性  1,891人（＋１人）

  「
心
身
再
生
の
郷
」 

村
報
と
つ
か
わ
 

　東京にある「奈良まほろば館」で「お国自慢
なら～こんなにある奈良の日本一～」のイベ
ントが行われました。
　館内には、幅２㍍ほどの大きな「谷瀬のつり
橋」のポスターがあり、訪れた来館者に村の魅
力を発信しました。      

私の集落の絶景
21枚目

 （番外編）

（提供：観光振興課）
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